
常に留守番電話設定

警告・通話録音

番号通知サービス

電話ｄｅ詐欺被害状況（令和６年６月末）
被害件数 ４１７件（前年比－３４３件）

被害総額 約１４億８，４００万円（前年比－約１億５，２００万円）

令和６年７月号

※

夏休みは家族と詐欺について話し合いましょう！！

【防犯対策】～被害に遭わない一番の対策は「犯人と直接話さないこと」～

○詐欺電話の約９割は、自宅の固定電話にかかってきています！！

○被害に遭わないために今すぐ自宅の電話機に対策をしましょう！

自分には関係ないと思っているひとがほとんどです。

被害に遭わないためにいますぐできる詐欺対策を家族にしてあげましょう。

○常に留守番設定にする
相手を確認してから電話に出るようにしましょう

○国際電話番号の発着信の休止の無償化を活用する
ご家族と相談して代わりに申請してあげましょう

○警告・通話録音機能付き電話にする

電話ｄｅ詐欺で最も被害の多い手口とは？

最も多い手口（県内）･･･親族などをかたるオレオレ詐欺

【手口】

息子や孫を名乗り、

・「会社の書類をなくした、直ぐにお金が必要」

・「不倫して慰謝料が必要」

・「借金返済のために、お金を貸して欲しい」

・「事故を起こしてしまったので、示談金が必要」

などの口実を使い、お金をだまし取ろうとします。

被害認知件数
うち

高齢者被害件数
高齢者が占める

割合

全刑法犯 18,478 2,051 11.1%

侵入窃盗 1,498 445 29.7%

電話ｄｅ詐欺 417 355 85.1%

県内における高齢者の犯罪の被害状況（令和６年６月末）

※　数値は暫定値、65歳以上の方を「高齢者」として示す。

「家族が困っている」

と相手を焦らせ、

お金をだまし取ろうと

します。

”家族で話し合い”


